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1．はじめに 

 現在，AI を活用するための知識とノウハウ

を持ち，開発，運用ができる AI人材が求めら

れている．しかし，経産省によると，2020 年

におけるAI人材を含む IT人材は約 5万人不足

すると予測されている[1]．そのため，AI 人材

育成の加速が必要であるが，育成対象となる世

代にその認識や，興味関心があるかは明らかで

はない．本稿では，入学初年度からプログラミ

ング授業があり，AI や機械学習に対し，ある

程度の知識を持つと想定される長野高専生を

対象に調査を実施した． 

2．調査対象者と調査方法 

 2018 年 12 月に，長野高専 1～5 年生 1,009

名を対象に質問紙調査（Google フォーム）を

実施した．質問紙の内容は，AI や機械学習，

AI 人材，プログラミングに対する認知度（5

項目），興味関心（6項目），学習意欲（4項目），

経験（4 項目），その他（6 項目）の計 25 項目

である．回答を得た 203 名（1 年生 53 名，2

年生 39名，3年生 37名，4 年生 30名，5年生

44名）を分析対象とした． 

3．調査結果（一部） 

 機械学習を学びたいか（5件法; 5:とてもそう

思う～１:全くそう思わない）という質問に対

して 59.1％（120 名）の学生が「5:とてもそう

思う」「4:そう思う」と回答した．しかし，「機

械学習を知っている」「機械学習を学びたい」

と回答した人に対し，機械学習に対するイメー

ジを尋ねると（自由記述），「なんでも出来そう」

「便利そう」といった曖昧な回答が見られたこ

とから，機械学習の特徴や，実際の使用用途な

どの基礎知識が不足していると考えられる．ま

た，「機械学習を学びたいか」を目的変数に，

必須回答の 14 項目を説明変数とし，ステップ

ワイズ法による重回帰分析を行ったところ，3

つの説明変数「機械学習を将来使ってみたいか

（β = .648，p < .001）」「AI人材の持つスキルを

今後獲得することは重要だと思うか（β = .213，

p < .001）」「AI を知っているか（β = .140，p 

< .01）」が得られた．ここで，βは各変数の説

明力の強さ，pはその t検定の有意確率を示す．

また，自由度調整済決定係数は 0.562 であり，

あてはまりの良い回帰式が得られた． 

4．考察と今後の展望 

 調査結果から，AI 人材という言葉は認知さ

れておらず，AI や機械学習に対する基礎知識

は不足しているが，それらに対して興味関心が

あることが明らかとなった．また，対象者の機

械学習に対する学習意欲を向上させるには，応

用先やメリットなど，機械学習の可能性につい

て触れ， AI人材のロールモデルを示すことが

効果的であると考えられる．今後，AI 人材育

成に向けた実践として，上記を考慮に入れた機

械学習ワークショップを設計・実施する． 
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